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アプリジャンプの概要

1.1 アプリジャンプとは？
　TWLでは、ソフトウェアによるHWリセット機能を利用して、任意のアプリの実行中に他のアプリに処理を切り替えることができます。これを「アプリジャンプ」と呼びます。
　アプリジャンプを実行する際には、「アプリジャンプパラメータ」をセットする必要があります。アプリジャンプパラメータには、ランチャーに対してどのアプリをどのように起動するかを指定するための「ランチャーパラメータ」と、ジャンプ元アプリとジャンプ先アプリとの間で情報を引き渡すための「アプリ間パラメータ」の２種類があります。詳細については「2　アプリジャンプパラメータ」で説明します。
アプリジャンプは、他アプリにジャンプした後に再度アプリジャンプで任意のアプリを起動することも可能です。これを利用すると元のアプリに戻ることも可能となります。　但し、アプリジャンプでは、ジャンプ時点でのメモリやレジスタなどの実行リソースのケアは一切行いません。よって、ジャンプ元アプリに戻ってくるような場合に、アプリジャンプ直前の状態から処理を再開することを望むならば、アプリが自分で自身の実行リソースのケアをする必要があります。

1.2 アプリジャンプの流れ

アプリジャンプは、下図のような流れで実行されます。
このように、アプリジャンプはHWリセットを伴って実行されるため、内部ではランチャーからの再起動という挙動となりますが、ランチャーがアプリジャンプを処理する場合は一切の画面表示をスキップして指定アプリの起動を行うため、見かけ上はアプリを直接切り替えているように見せることができます。
　

[image: image1]
1.3 アプリジャンプの種類

アプリジャンプでは、下記の２通りの方法で他アプリを起動することができます。
1.3.1 ノーマルジャンプ
　本体内蔵NANDにインストールされているNANDアプリや、現在カードスロットに接続されているカードアプリなど、ランチャーが認識可能な任意アプリを指定して起動する方法を「ノーマルジャンプ」と呼びます。
　[TODO:]指定したいアプリが存在するかどうかを調べるAPIが必要。なるべくESライブラリを使用しない形でNANDアクセス権も含めて仕様を検討する。
　[TODO:]もしくは、ノーチェックでアプリジャンプして、アプリが存在しなかったらランチャーメニューに戻ってエラーメッセージを出す？
1.3.2 TMPジャンプ
ネットワークからダウンロードしてきたSRLや自身のSRL内に持っていた子SRLなど、　そのままではランチャーが認識できない任意アプリを本体内蔵NANDのTMPフォルダに一時格納して起動する方法を「TMPジャンプ」と呼びます。なお、TMPジャンプで起動したアプリは、１回起動した後にランチャーによって消去されます。

　[TODO:]認証に失敗するケースも想定されるので、その場合にランチャーメニューに戻ってエラーメッセージを出すか検討する。
1.3.3 アプリジャンプ可能なアプリ組み合わせ一覧
　アプリジャンプの方式によって起動可能なアプリ種別が異なります。

　なお、アプリ種別については、対応プラットホームや起動メディアによる制限はありますが、それ以外の制限はありません。　ユーザーアプリからシステムアプリを起動することも可能です。
1.3.3.1 ノーマルジャンプで起動可能な組み合わせ

ノーマルジャンプでは、NTRアプリを起動することはできません。
[TODO:]NANDアプリからカードアプリは認識できるが、カードアプリからNANDアプリは認識できない。起動可能として大丈夫か？また、ハード（活線挿抜）の都合で、カードを認識できるまでの時間が１秒以上かかることになるかもしれない。アプリジャンプ対象にカードアプリを入れた場合にかなり厳しい。
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1.3.3.2 TMPジャンプで起動可能な組み合わせ

TMPジャンプでは、セキュリティ上の理由から、TMPジャンプ対応として作成されたアプリしか起動することができません。

TMPジャンプ対応アプリの詳細については、「3.3.2　TMPジャンプ対応アプリ」を参照してください。

NTRアプリ体験版の詳細については、別紙「DS店頭試遊台体験版作成手順書」を参照してください。

	
	起動元アプリ
	起動先アプリ

	
	TWL-NANDアプリ
	TMPジャンプ対応
TWL対応／専用-NANDアプリ

	
	TWL-NANDアプリ
	TMPジャンプ対応NTRアプリ体験版


[TODO:]TMPジャンプ対応NTRアプリ体験版の記載を一般公開するか？ネ開専用仕様として隠蔽しても良いかも。

1.3.4 アプリジャンプの起動認証

　アプリジャンプで指定されたアプリの起動認証は、カードアプリ、NANDアプリ共に通常アプリと同じ形で行われます。但し、TMPジャンプでNTRアプリ体験版を起動する場合のみは、DSダウンロード形式の認証が行われます。

アプリジャンプパラメータ

アプリジャンプを行う際にセットするアプリジャンプパラメータについて説明します。
TWLでは、アプリジャンプパラメータ領域として0x02000000から1024bytesが予約されていますので、TWL対応アプリではその領域を使用することができません。
1.4 ランチャーパラメータ

　ランチャーパラメータは、アプリジャンプを行う際に必須のパラメータで、ランチャーに対してどのアプリをどのように起動するかを指定するものです。なお、本パラメータはAPIで隠蔽されているため、ユーザーが詳細なフォーマットをケアする必要はありません。
　ランチャーパラメータは、0x02000300からの256bytesに予約されており、OSライブラリのlauncherParameter関数を使用してアクセスします。
1.5 アプリ間パラメータ

　アプリ間パラメータは、アプリジャンプを行う際にそのアプリ間で任意のデータの受け渡しをしたい場合にセットするパラメータです。よって、アプリ間パラメータの使用は必須ではありません。
フォーマットについては、骨組みは定義されていますが、どのようなパラメータをどのようなフォーマットで受け渡しするかはアプリジャンプするアプリ相互間で定義する必要があります。

アプリ間パラメータは、0x02000000からの768bytesに予約されており、OSライブラリのargument関数を使用してアクセスします。
1.5.1 アプリ間パラメータのセキュリティ

アプリ間パラメータのセキュリティについてもアプリ間でケアする必要があります。
アプリ間パラメータは、ハッキングなどにより不正なデータがセットされる可能性がありますので、ジャンプ先で本パラメータを読み込む場合はバッファオーバーランなどに気をつけて実装してください。

[TODO]アプリ間パラメータをノーケアで行くか、ライブラリやランチャーで暗号化などして保護するかを検討する。

1.5.2 アプリ間パラメータサイズ上限を超えるデータの引渡し
　このようなデータを引き渡す場合は、ジャンプ元アプリが自身のセーブデータファイル内にデータを保存し、ジャンプ先アプリがそのセーブデータをアクセスできるようにアプリ間パラメータで指示することで実現します。

[TODO]この方法を許可するか、ランチャーパラメータの指定になるのか、マウント情報、NANDアクセス権などを整理する。また、shared2も使えないか検討。
2 アプリジャンプ対応アプリの作成

　アプリジャンプ対応アプリの作成について、以下に記します。

2.1 基本的な対応
ジャンプ元／ジャンプ先アプリに関わらず必要な項目は、以下の通りです。

2.1.1 アプリジャンプパラメータ領域の確保　
　アプリジャンプ対応／非対応に関わらず、TWL対応アプリは基本的に前述のアプリジャンプパラメータが定義されている領域を空けておかなければなりません。TwlSDKのデフォルトのｌｓｆファイルでは、この領域が予約された形でアプリがマッピングされるようになっています。

2.1.2 アプリ間パラメータの取得

　アプリ間パラメータを使用する場合には、ジャンプ先アプリでは、引き渡されたパラメータの正当性をチェックしてから読み込む必要があります。なお、正当性チェックについては、「2.2.1　アプリ間パラメータのセキュリティ」の記載にありますように注意して実装してください。
2.1.3 アプリジャンプ時のフェードイン／フェードアウト

　アプリジャンプはHWリセットを伴うため、切り替え時には、強制的に白画面となる期間があります。よって、違和感のないように切り替えを行うには、白画面でのフェードイン／フェードアウトを行う必要があります。
2.2 ジャンプ元アプリの作成
　ジャンプ元アプリの作成に必要な項目は、以下の通りです。

2.2.1 ノーマルジャンプ対応アプリ

対象アプリが起動可能か調べます。[TODO]関数仕様を決める。
OS_SetLauncherParamAndResetHardware関数で、起動対象のアプリの種類に応じて、
LAUNCHER_BOOTTYPE_NANDもしくはLAUNCHER_BOOTTYPE_ROMと起動アプリのTitleIDを指定してアプリジャンプを実行します。
2.2.2 TMPジャンプ対応アプリ

FSライブラリを使用して、”nand:/tmp/jump.app”ファイルを生成し、TMPジャンプ対応アプリSRLをそのまま書き込みます。
OS_SetLauncherParamAndResetHardware関数で、LAUNCHER_BOOTTYPE_TEMPと起動アプリのTitleIDを指定してアプリジャンプを実行します。
[TODO]NANDアクセス権の検討を行う。仕様によってファイルライト時の指定方法が変わる。
2.3 ジャンプ先アプリの作成
　ジャンプ先アプリの作成に必要な項目は、以下の通りです。

2.3.1 ノーマルジャンプ対応アプリ
　ノーマルジャンプ対応アプリは、前述の基本的な対応以外にケアするものはありません。

2.3.2 TMPジャンプ対応アプリ

TMPジャンプ対応アプリのSRLサイズは、32MB以下である必要があります。

また、セーブを行うことはできません。

また、セキュリティの都合上ROMヘッダの”TMPジャンプ対応ビット”を立てる必要があります。こちらは、makerom.TWL.exeを実行する際のROM Specファイル内で、AppendPropertyセクションのTmpJumpフィールドに”TRUE“を指定することで指定可能です。なお、通常のアプリにTMPジャンプ対応ビットを立てることは禁止となりますのでご注意ください。
また、全てのアプリは、弊社への提出によるマスタリング処理によって製品版SRLにしておく必要があります。マスタリングされていない場合は製品版本体で起動することができません。ジャンプ先のアプリをジャンプ元のアプリ内に組み込む場合はご注意ください。
3 システムアプリのアプリ間パラメータ
　アプリジャンプに対応したシステムアプリのうち、アプリ間パラメータを受け付けるものについて、そのフォーマットを記載します。

3.1 本体設定

＜引数＞

　　　場面番号：　指定された番号に対応する画面で直接起動します。

　　　リターンフラグ：　指定された場面での設定が完了した時に、ジャンプ元アプリに再ジャンプします。
[TODO]この機能は勝手に作ったので、一度UIG松島君、小野沢君に相談する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新配信システムで、ダウンロードにシステムアップデートを絡めようとすると必要になるはず。
　　　AP情報：　場面番号がシステムアップデートの場合のみ、AP情報を受け付ける。

　　　　　　　　　　新配信システムのホットスポットAP用。

[TODO]システムアプリのTitleIDは、仕向地によって変わる可能性が高いので、それに対処する必要がある。

以上
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